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 １． 本業務は平成２６年度社会資本整備総合交付金事業路線測量・道路詳細設計業務委託である。   町道６・３１６号線箕輪町松島における測量設計業務委託に適用する。本特記仕様書、公共測量作業規定、長野県公共測量作業規定のほか長野県公式ホームページにある共通仕様書を基準書とする。  （参考http://www.pref.nagano.jp/doboku/gikan/system/shiyou/shiyosyo-sokusetsu.htm）   工事実施内容については次を予定しているので、本工事遂行を目的とする測量設計を実施さ   れたい。    道路改良（拡幅）工 Ｌ＝610ｍ Ｗ＝5.5ｍ（農業用側溝兼道路側溝などを含む）     ２． 履行期間は道路詳細設計業務を含み入札通知のとおりとしているが、地元区、隣接地権者、  他関係機関との打合せ・協議をしながら作業を実施するので予め承知のこと。 詳細の工程については、第１回打合せ時に説明します。 

 ３．調査対象地域は、別図のとおりである。   路線測量Ｌ＝610ｍ、道路詳細設計L=610ｍ 

 ４． 業務内容については次のとおりとする。   作業実施前に必ず業務計画書を提出すること。（提出前の作業開始はいかなる理由があっても認めない。）   なお、主任技術者他と別に照査技術者を選任すること。 

 「測量業務」  用地測量、施工については平成２７年度以降になり、その間も農地は耕作するため、仮ＢＭ設置等は不動箇所へ設置のこと。また、測点等を耕作のため撤去した場合は、施工時に復元依頼するので留意のこと。 （１）３級基準点測量 （２）４級基準点測量 （３）作業計画    作業計画は、路線測量に必要な状況を把握し、路線測量の細分ごと作成する。（作業内容の把握、資料の収集、作業方法、作業工程、作業班編成、使用機器、安全管理）    測量業務実施にあたり打合せを行うものである。（当初・中間・最終の３回）    業務実施後は速やかに打合せ記録簿を作成し、承認を得ること。 （４）現地踏査    測量箇所について、作業前に現地を確認する作業である。測量支障物件、付近の現況等について確認を行うこと。必要に応じて現地随行のうえ説明します。 （５）現地測量    施工予定地について縮尺 1/500の平面図を作成する。 

 



（６）線形決定    地形図上のＩＰの位置を座標として定め、線形図を作成する。 （７）ＩＰ設置    線形決定により定められた座標値を持つＩＰは４級以上の基準点に基づき、放射法等により設置する。または、周囲の状況を勘案して、現地に直接設置する。 （８）中心線測量    主要点及び中心点を現地に設置し、線形地形図を作成する。 （９）仮ＢＭ設置測量    縦断測量及び横断測量に必要な水準点を現地に設置する。 （10）縦断測量    中心杭等の標高を定め、縦断面図を作成する。測点間隔は 20ｍを基本とするが、変化点についても追加のうえ測量すること。 （11）横断測量 中心杭等を基準にして地形の変化点等の距離及び地盤高を定め、横断面図を作成する。測量幅員は概ね 45～75ｍ未満、測点間隔は 20ｍを基本とするが、変化点についても追加のうえ測量すること。既設構造物の位置・高さ・幅等には特に注意すること。 （12）用地幅杭設置測量    取得等に係る用地の範囲を示すため、所定の位置に用地幅杭を設置し、杭打図を作成する。 用地幅杭の設置方法は、あらかじめ実測横断面図で定めた用地幅杭を平面図に展開、中心点等から中心線に対して直角方向の用地幅杭点座標値を計算し、放射法により打設する。用地幅杭設置後は地形図に用地幅を記入して杭打図を作成する。杭打図は基準点・役杭・中心点及び用地幅杭を記入し、設置方法を図示すると共に用地幅杭の種類（コンクリート杭、木杭、プラスチック杭、鋲）を明示する。また、測量データ共通フォーマットSIMAについても作成のうえ、報告すること。 
 「設計業務」  同時発注の路線測量結果に基づき、側溝等の各種構造部他の設計を含めた詳細設計を実施するものとする。 補修を含め、経済性・施工性等を十分比較検討し、工法決定をすること。 道路法線を地元住民・隣接土地所有者等に提示し、協議する場合もあるので、予め了承のこと。また、設計案についても地元住民・隣接土地所有者、長野県公安委員会等と協議を行う。 なお、施工時期が次年度以降となるため、納品後計画変更などが生じた場合は別途協議・図面作成を依頼することがあるので留意すること。 （１）設計計画及び施工計画 業務概要、実施方針、業務工程、組織計画、打合せ計画等を記載した業務計画書を作成する。 （２）平面・縦断設計    平面図に基づき、車道部・車道端の線形に合わせ、構造物、用排水路、排水流向などについ  て、その断面、位置、取り合いなど必要な全ての設計を行う。実測縦断により、20ｍ毎の測点及び変化点について路面の高さ及び車道の高さと整合を測り計画高を設計する。 （３）横断設計    実測横断図に基づき、縦断図と同一地点において計画高または現道高より先に決定または与  条件として与えられた幅員に対し、水路、縁石、側溝などの位置、取り合い及び幅杭位置等  



を横断計画に必要な全ての構造物を設計する。 （４）道路付帯構造物・小構造物設計 原則として応力計算を必要とせず、標準設計図集等から設計できる石積擁壁またはﾌﾞﾛｯｸ積擁壁、ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁、管渠、側溝、街渠、法面保護工、小型用排水路（幅 2ｍ以下又は高さ 1.5ｍ以下）、集水桝、防護柵工、取付道路（延長 10ｍ未満）、階段工（高さ 3ｍ未満）等の設計（取り合い等）を行う。ただし、土留擁壁については安定計算及び応力計算を要する。 （５）数量計算 決定した詳細設計に対して、数量算出要領に基づき、各工種毎に数量を算出する。 （６）照査 現地状況・基礎情報の収集等の確認、地形、地質等が設計に反映されているかの照査、設計方針・設計手法・設計図・概算工事費の適切性・整合性の照査等を行う照査技術者を主任技術者他と別に選任し、社内照査を実施し、その結果について報告書を作成、提出すること。 （７）報告書作成   設計業務成果概要書等のとりまとめを行う。 （８）打合せ協議   打合せについては最低３回とする。   実施後は速やかに打合せ記録簿を作成し、承認を得ること。 

  ５．本業務実施にあたり、関係地権者及び地元区へ測量実施の通知を配布するので、実施時期について協議を行うこと。 民地へ立ち入る場合で、所有者等が居る場合は必ず声をかけ身分を明示すること。名札等着用のこと。 

 ６．成果品提出時においては、社内でチェックを行い、ミス等のないようにすること。 各測量成果については、公共測量作業規程等に基づき精度管理を行うこと。 

 ７．報告書は次のとおりとする。  １）規格    Ａ４版ファイルとする。（図面折込）      ２）提出部数    成果品２部、保存媒体（CD―Ｒ等）１枚を基本とする。 

    その他詳細については、打合せ時に協議のこと。    保存媒体には全ての写真、文書、数量表はマイクロソフト エクセルデータ、ＣＡＤデータ（ＪＷ）及びＰＤＦ変換データ（Ａ３変換）等を保存して提出のこと。    （一般のパソコンで容易に作業できるものとすること）    測量・設計・境界確認を含めた納品とすること。 


